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（ 解答番号 １ ～ ５０ ）

〔 〕次の文章Ａ～Ｃを読み，下の問い（問１～８）に答えよ。

ほうこく へんえん な そ

Ａ 順帝の昇明二年，使を遣して上表して曰く，「封国は偏遠にして，藩を外に作す。昔より祖
でい かっちゅう ばっしょう ねいしょ いとま

みずから甲冑をつらぬき，山川を跋渉して，寧処に遑あらず。東は １ を征すること五十

五国，西は ２ を服すること六十六国，渡りて海北を平ぐること九十五国…………」
みことのり

詔して 武を使持節都督倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諸軍事・安東大将軍・倭王に

除す。

問１ 文中の空欄 １ に入れるのに最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

１ ア 東夷 イ 粛慎 ウ 毛人 エ 蝦夷

問２ 文中の空欄 ２ に入れるのに最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

２ ア 西戎 イ 衆夷 ウ 熊襲 エ 夷蛮

問３ 下線部 「武」は，「使持節都督……倭王」という長い称号を認められた人物であるが，

大和政権の天皇として伝えられている。その天皇として最も適当なものを，次のア～エのうち

から一つ選べ。

３ ア 雄略 イ 応神 ウ 仁徳 エ 欽明

日　本　史（経営情報・国際関係・人文・現代教育学部）
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Ｂ 大和政権の古い時代の歴代大王（天皇）は，即位すると，それぞれ自分の宮で政治を行った

ため，都は絶えず移動していた。しかし，６世紀後半になり，蘇我氏が大きな権力を握るよう

になると，都は蘇我氏の本拠地の 飛鳥に固定するようになった。そのため，７世紀末頃まで

の都を飛鳥京と呼ぶのが普通である。その後，６９４年に中国を模倣した本格的な都城である

藤原京が造営されたが，僅か十数年後の７１０年に，新たに 平城京が造営され，そこに遷都し

た。この平城京は，その後七十余年もの間，歴代天皇の都となった。ただ，その間，聖武天皇

の時代に， ４ の反乱から始まる政治の混乱のため，都が各地に移動したことがあった。

問４ 文中の空欄 ４ に入れるのに最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

４ ア 橘奈良麻呂 イ 藤原広嗣 ウ 恵美押勝 エ 阿弖流為

問５ 下線部 「飛鳥」の地にあるものとして誤っているものを，次のア～エのうちから一つ選

べ。

５ ア 水落遺跡 イ 亀石 ウ 石舞台古墳 エ 法隆寺

問６ 下線部 「藤原京」の時代の出来事として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ

選べ。

６ ア 大宝律令の制定 イ 八色の姓の制定 ウ 庚午年籍の作成

エ 『古事記』の作成

問７ 下線部 「平城京」の説明として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

７ ア 周囲は城壁で囲まれており，出入り口は東・西・南の３ヶ所に限られていた。

イ 天皇の居住する宮城は，都の中央にあった。

ウ 東側に外京とよばれる張り出し区画があった。

エ 東寺・西寺を始めとする多くの寺院が建立された。
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Ｃ 平安時代になると，政治権力は，藤原氏の中でも北家が優勢となった。その始めは藤原冬嗣

が，８１０年の ８ に際し，嵯峨天皇の信任を得て蔵人頭になったことである。以後，冬嗣の

子の良房は，８４２年の ９ で，伴健岑や橘逸勢を排斥し，８５８年に娘の明子が産んだ清和天皇

が幼少で即位したことにより，実質上の摂政となり，その後，８６６年の １０ で伴善男らを排

斥して正式に最初の人臣摂政となった。

問８ 文中の空欄 ８ ～ １０ に入れるのに最も適当なものを，次のア～エのうちから一つず

つ選べ。

８ ， ９ ， １０

ア 阿衡の紛議 イ 承和の変 ウ 応天門の変 エ 薬子の変
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〔 〕次の文章を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。

武家政権である幕府が成立し，歴史の転換期を迎えた鎌倉時代でも，仏教界の中心は依然とし

て天台宗・真言宗や南都の諸宗派であった。教義の研究や加持祈 などを主な活動とするこれら

のいわゆる旧仏教は，時代の転換のなかで新しい教えを求める人々の要望にこたえることはでき

なかった。このような仏教界の状況のなかで，民衆救済を目的に新しい教えを説く鎌倉新仏教が

登場する。

鎌倉新仏教のさきがけをなしたのが，浄土宗の １１ であった。彼は阿弥陀仏の教えを信じ，

１２ を唱えることによって全ての人が救われると説き，武士や民衆の支持をえた。この教えを

うけ継いだ 親鸞は，煩悩が深く，自力では修行ができない １３ こそが，阿弥陀仏の救いの対

象であると説いた。この教えはやがて 浄土真宗とよばれる教団として発展し，室町・戦国時代

には守護大名や戦国大名と対立するまでの力を備えていく。またやや遅れて登場した一遍は，弟

子とともに １４ を行いながら各地で布教活動を展開した。

他力本願による救済を説く浄土宗系の仏教に対して，関東の武士層から広く支持されたのが，

坐禅によってみずからを鍛えることで悟りをひらくことができるとする禅宗であった。 １５ の

僧である栄西は２度にわたって １６ を訪れ，臨済宗を日本に伝え，幕府の上級武士や公家から

保護をうけた。室町幕府も臨済宗を手厚く保護し，中国の官寺制度にならい京都と鎌倉の臨済宗

寺院を 五山と十刹に格付けした。同じ禅宗でも １７ がひらいた曹洞宗は，坐禅そのものを重

視する点に特色があった。

そのほか法華信仰をもとに新しい教えを説いた日蓮がいたが，こうした鎌倉新仏教に共通する

特色は，選びとられた一つの道によって救われることができるという点にある。したがって鎌倉

新仏教の歴史的な意義は，仏教をすべての人の手に届くところに開放したことにあるといえるで

あろう。

問１ 文中の空欄 １１ ～ １７ に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれのア～エのうち

から一つずつ選べ。

１１ ア 日親 イ 法然 ウ 明恵 エ 忍性

１２ ア 題目 イ 般若経 ウ 念仏 エ 戒律

１３ ア 善人 イ 下人 ウ 国人 エ 悪人

１４ ア 踊念仏 イ 侘び茶 ウ 風流 エ 連歌
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１５ ア 真言宗 イ 天台宗 ウ 律宗 エ 法相宗

１６ ア 朝鮮 イ 宋 ウ 元 エ 明

１７ ア 西行 イ 空也 ウ 唯円 エ 道元

問２ 下線部 「親鸞」の著書として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

１８ ア 選択本願念仏集 イ 興禅護国論 ウ 教行信証

エ 立正安国論

問３ 下線部 「浄土真宗」による一揆の様子を記した史料として最も適当なものを，次のア～

エのうちから一つ選べ。なお，史料は読みやすくするために文体・字体など一部変えてある。

ことごとく

１９ ア 或人曰く。播磨国の土民，旧冬の京辺の如く蜂起す。国中の侍を悉く攻むるの間，

諸庄園代しかのみならず守護方の軍兵，彼等の為に或いは命を失ひ，或いは追落さ
き たい

る。一国の騒動希代の法なりと云々。凡そ土民侍をして国中に在らしむべからざる

所と云々。
ほしいまま

イ 一天下の土民蜂起す。徳政と号し，酒屋・土倉・寺院等を破却せしめ，雑物等 恣に
ことごとく

これを取り，借銭等 悉くこれを破る。管領これを成敗す。凡そ亡国の基，これに
かいびゃく

過ぐべからず。日本開闢以来，土民蜂起是れ初めなり。
こんしん しゅく わ せいどう

ウ 今晨，香厳院において叔和西堂語りて云く。今月五日越前府中に行く。それ以前越
ま

前の合力勢賀州に赴く。然りと雖も，一揆勢二十万人，富樫が城を取り回く。故を
しょうがい

以て，同九日城を攻め落さる。皆生害して，富樫一家の者一人これを取り立つ。

エ 今日山城国人集会す。上は六十歳，下は十五六歳と云々。同じく一国中の土民等群
じ ぎ

集す。今度両陣の時宜を申し定めんが為の故と云々。然るべきか，但しまた下剋上

の至りなり。両陣の返事問答の様如何，未だ聞かず。

問４ 下線部 に関して，京都五山には含まれないものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

２０ ア 建仁寺 イ 円覚寺 ウ 天竜寺 エ 相国寺
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〔 〕次のA～Fは安土桃山時代から江戸時代初期に出された諸法令の抜粋である。これを読み，

下の問い（問１～８）に答えよ。

A 紫衣の寺，住持職，先規希有の事也。近年猥りに勅許の事，且は臈次を乱し，且は官寺を汚

し，甚だ然るべからず。

B 近年，追腹之者余多これ有り，向後左様之存念これあるべき者には，常々其主人より ２１

仕らざる様に堅くこれを申し含むべし。

C 諸国百姓，刀，脇差，弓，やり，てつはう，其の外，武具のたぐひ所持候事，堅く御停止候。

D 身上能き百姓は田地を買取り，弥宜く成り，身体成らざる者は田畠を沽却せしめ，猶々身上

成るべからざるの間，向後田畠売買停止たるべき事。

E 当所中 ２２ として仰せ付けらるるの上は，諸座・諸役・諸公事等，ことごとく免許の事。

F 異国え ２３ の外，舟遣すの儀，堅く停止の事。

問１ 文中の空欄 ２１ ～ ２３ に入れるのに最も適当なものを，次のそれぞれのア～エのうち

から一つずつ選べ。

２１ ア 殉死 イ 軍役 ウ 知行 エ 苗字帯刀

２２ ア 惣無事 イ 楽市 ウ 藩 エ 鎖国

２３ ア かれうた イ 奉書船 ウ 明船 エ オランダ船

問２ Aの規定をめぐる事件で処罰された僧として最も適当なものを，次のア～エのうちから一

つ選べ。

２４ ア 日親 イ 崇伝 ウ 沢庵 エ 顕如

問３ Bの規定をはじめて発した将軍として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

２５ ア 徳川秀忠 イ 徳川家光 ウ 徳川家綱 エ 徳川綱吉
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問４ Cを定めた時期の豊臣秀吉の状況として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選

べ。

２６ ア 明智光秀を討ち，柴田勝家を破って織田信長の後継者となった。

イ 四国，九州を相ついで平定し，朝廷から関白，太政大臣に任じられていた。

ウ 北条氏政をほろぼし，伊達政宗らをおさえて全国統一を完成した。

エ 名護屋に本陣をきずき，朝鮮半島に兵を送っていた。

問５ Dの下線部「身上能き百姓」の意味として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ

選べ。

２７ ア 身体が頑強でよく働く百姓 イ 正直で他人から好まれる百姓

ウ 経験豊富で工夫にとむ百姓 エ 財力があり生活の豊かな百姓

問６ Eを含む法令の別の条項として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

２８ ア 分国中徳政これを行うといえども，当所中免除の事。

イ 黒船の儀は商売の事に候間，各別に候の条，年月を経，諸事売買いたすべき事。

ウ 諸国の居城修補を為すと雖も，必ず言上すべし。

エ 日本は神国たるところ，きりしたん国より邪法を授け候儀，太だ以て然るべからず

候事。

問７ Fが出される以前の出来事として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

２９ ア ポルトガル船の来航を禁止 イ 在外日本人の帰国を禁止

ウ 島原の乱 エ 元和の大殉教

問８ A～Fを古いほうから数えるときAの順番として最も適当なものを，次のア～エのうちか

ら一つ選べ。

３０ ア ２番目 イ ３番目 ウ ４番目 エ ５番目
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〔 〕次の文章を読み，下の問い（問１～１０）に答えよ。

日清戦争の勝利と 三国干渉は， 日本の政治状況と国民意識に大きな変化をもたらした。三

国干渉により遼東半島を清国に返還した日本は，領有した ３１ の植民地支配に力をそそいだ。
けん

一方，清国の敗北後，朝鮮の外交政策は，ロシアの支援に依拠して，日本を牽制する方向に変わ

った。この頃，ロシアは，中国東北部（満州）における独占的権益を固めようとしていた。

富国強兵をめざす日本は，大陸に続く満州と韓国（朝鮮は１８９７年に大韓帝国と改称）がロシア

の影響力に入ることを抑制することに努めた。日本は 日英同盟協約を結び， 日露協商論をあ

きらめた。 対露強硬策に変わった日本は，対露交渉を行うと同時に，開戦の準備を進めた。結

果的に 日露戦争に勝利した日本は， 大陸進出の拠点を確保し，列強の一員となった。

問１ 文中の空欄 ３１ に入れるのに最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３１ ア 朝鮮 イ 台湾 ウ 香港 エ 満州

問２ 下線部 に関して，この３国には含まれないものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３２ ア ロシア イ アメリカ ウ フランス エ ドイツ

問３ 下線部 に関して，その内容として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３３ ア 国民のロシアに対する敵意を背景に，政府は軍備の拡張につとめた。

イ 政治の統合力が高まり，政党政治に対する国民の信頼が急激に高まった。

ウ 自由・進歩両党が合同して結成した憲政党による政局の安定がつづいた。

エ 諸政党が一致して，軍備増強のための地租・税金の増徴案を通過させた。

問４ 下線部 「日英同盟協約」の内容として誤っているものを，次のア～エのうちから一つ選

べ。

３４ ア 両国が互いに韓国および清国の独立と領土の保全を認めあうこと。

イ 清国における両国の権益と，韓国における日本の権益を承認すること。

ウ 同盟国の一方が他国と交戦する場合には，他の同盟国は中立を堅持すること。

エ 両国の主力艦船の建造を１０年間停止すること。

問５ 下線部 の主な内容として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３５ ア 対英共同防衛 イ 満州分割 ウ 満韓交換 エ 韓国分割
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問６ 下線部 に関して，ロシアとの戦争に反対した人物あるいは団体として最も適当なものを，

次のア～エのうちから一つ選べ。

３６ ア 国家主義団体の対露同志会 イ 東京帝国大学博士の戸水寛人

ウ 社会主義者の幸徳秋水 エ 民権論者の徳富蘇峰

問７ 下線部 「日露戦争」の状況として誤っているものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３７ ア ロシアの国内で革命運動がおこり，ロシアは戦争を続けることが困難になった。

イ 日本は半年以上の時間と多数の兵士を失うなかで，ようやく旅順を陥落させた。

ウ イギリスは，日本を経済的に支援した。

エ アメリカはロシアの満州独占を認め，戦争に全く関与しなかった。

問８ 下線部 「日露戦争」の後に日本とロシアの間で締結された講和条約として最も適当なも

のを，次のア～エのうちから一つ選べ。

３８ ア ポーツマス条約 イ 天津条約 ウ ヴェルサイユ条約

エ 下関条約

問９ 下線部 「日露戦争」の勝利によって日本が獲得したものとして誤っているものを，次の

ア～エのうちから一つ選べ。

３９ ア 韓国に対する日本の全面的な指導・監督権

イ 旅順・大連の租借権と長春以南の鉄道とその付属の権利

ウ カムチャツカの漁業権と巨額の賠償金

エ 北緯５０度以南のサハリン（樺太）と付属諸島の領有権

問１０ 下線部 に関して，この目的のために戦争の終結前後，さらに日本が外交的に行ったこと

がある。その内容として誤っているものを，次のア～エのうちから一つ選べ。

４０ ア アメリカと非公式に桂・タフト協定を結び，韓国の保護国化を承認させた。

イ 韓国の外交権をうばう第１次日韓協約を結んだ。

ウ イギリスと第２次日英同盟協約を結んだ。

エ 韓国の外交を統一的に管理する統監府を設置した。
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〔 〕次の文章を読み，文章中の空欄 ４１ ～ ５０ に入れるのに最も適当なものを，下のそれぞ

れのア～エから一つずつ選べ。。

日本語の書き言葉は明治以降の歴史のなかで新たに作られたものである。近代の日本語，とく

に書き言葉は，どのようにして生まれたのだろうか。

新日本語創出の努力は，書き言葉と話し言葉と一致させようとする ４１ の運動としてはじま

った。そのためにいろいろな文体が試みられたが，「～だ」で終わる文体を使った ４２ の『浮

雲』は有名である。このころ参考にされたのは，意外にも落語であった。当時の人気落語家

４３ の落語は速記によって出版されて，爆発的に売れていた。西洋の小説理論をとりいれ，『小

説神髄』を著した小説家の ４４ は， ４２ に「落語を真似てみたらどうか」と助言したという。

『吾輩は猫である』などで知られる ４５ の初期の文体も，江戸落語の口調が元になっている

とされる。また，軍医でもあった ４６ による『即興詩人』など西洋文学の格調高い翻訳も，近

代日本語の創出に貢献した。こうして，はじめは少数の人々によって工夫された新しい文体は，

新聞や小説を通して普及し，明治の末に定着した。

口語文の基礎が固まるにつれて，近代的な心情をやわらかな文体で表現する日本文学が花開い

た。たとえば明治４３（１９１０年）には，耽美的作風で知られる ４７ が『刺青』を発表したほか，

同年には永井荷風が参加する『三田文学』，歴史的素材を用いた理知的作風の ４８ の『新思潮』，

個性の尊重，人道主義，自我の確立をうたう ４９ らの『白樺』という三つの同人誌が発刊され

た。また，明治４５（１９１２）年には， ５０ が若くして亡くなったが，彼は『一握の砂』など，生

活のなかの心情を率直に歌う口語調の三行詩型を創作し，近代日本語の成熟に貢献した。

近代日本語による文学は，このように明治末年のころに本格的に出発したと言えよう。こうし

た先人の努力がなかったら，われわれは今も「～候」とか，「～たり」といった文章を書いてい

たかもしれない。

４１ ア リアリズム イ 自然主義 ウ 富国強兵 エ 言文一致

４２ ア 岡倉天心 イ 松方正義 ウ 尾崎紅葉 エ 二葉亭四迷

４３ ア 小山内薫 イ 川上音二郎 ウ 三遊亭円朝 エ 島地黙雷

４４ ア 小林多喜二 イ 坪内逍遙 ウ 津田左右吉 エ 直木三十五

４５ ア 本多光太郎 イ 夏目漱石 ウ 志賀直哉 エ 安井曽太郎

４６ ア 森 外 イ 河上肇 ウ 柳田国男 エ 岸田劉生
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４７ ア 宮城道雄 イ 谷崎潤一郎 ウ 梅原龍三郎 エ 徳永直

４８ ア 鳩山一郎 イ 湯川秀樹 ウ 黒沢明 エ 芥川龍之介

４９ ア 武者小路実篤 イ 大江健三郎 ウ 松本清張 エ 中村正直

５０ ア 石川啄木 イ 与謝野晶子 ウ 正岡子規 エ 国木田独歩


